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患者さんや地域の医療機関から選ばれる専門病院を目指して
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前立腺前立腺

栗の実の形をし
た臓器で、膀胱
の下・直腸の前
にあります

直腸直腸

恥骨恥骨
精のう精のう

膀胱膀胱

 前立腺がんの
進化した精密検査と治療

坂泌尿器科病院が提案する

高度な診断技術から専門チームによる放射線治療まで
あなたに最適な「治療の選択」を全力で支援します

 50歳からの新習慣
年に一度のPSA検査を

症
状
が
あ
る
場
合
は

複
数
の
検
査
で「
正
し
く
」判
断

男性の罹患数第1位
早期発見の鍵は「検査」にあります

前立腺がんの初期は
自覚症状が

ほとんどありません

さらに進行するとさらに進行すると

進行すると
前立腺肥大症と似たような

症状が現れます

無
症
状
の
ま
ま
進
行
し

あ
る
日「
命
に
関
わ
る
が
ん
」へ

　

前
立
腺
が
ん
は
60
歳
か
ら
急
増
し
、
今

や
日
本
人
男
性
の
罹
患
数
第
1
位
で
す
。

初
期
は
無
症
状
で
す
が
、
数
年
か
ら
数
十

年
か
け
て
進
行
す
る
と
、
尿
が
出
に
く

い
・
残
尿
感
・
頻
尿
と
い
っ
た
症
状
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

「
年
齢
の
せ
い
」
と
放
置
す
る
と
、
が

ん
が
骨
や
リ
ン
パ
節
へ
転
移
し
、
命
に

関
わ
る
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

排
尿
の
悩
み
で
受
診
さ
れ
た
方
の
初
診
で

は
、検
尿
に
加
え
て
「
P
S
A
検
査
・
エ
コ
ー

検
査
・
直
腸
診
」
の
3
つ
を
主
に
行
い
ま
す
。

P
S
A
値
が
高
い
場
合
で
も
、必
ず
し
も「
が

ん
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
肥
大
症
や
炎
症
で

も
数
値
は
上
昇
す
る
た
め
、
エ
コ
ー
や
直
腸

診
を
併
用
し
、
泌
尿
器
科
医
が
「
が
ん
の
疑

い
」
を
慎
重
に
見
極
め
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
は
血
液
検
査
で
手
軽
に
早
期
発
見
で
き
ま
す
が
、
国

内
の
受
診
率
は
わ
ず
か
10
％
ほ
ど
と
低
く
、
多
く
の
人
が
最
善
の
治

療
機
会
を
逃
し
て
い
ま
す
。
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
治
療

の
選
択
肢
が
広
が
り
、
良
好
な
経
過
が
期
待
で
き
ま
す
。
50
歳
を
過

ぎ
た
ら
、ご
自
身
と
ご
家
族
の
安
心
の
た
め
に
、年
1
回
の
「
P
S
A

検
査
」
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

2人に1人ががんになる現代、男性の罹患数第1位は「前立腺がん」です。初期は無症状のまま数年から

数十年かけて進行する場合があり、高齢化に伴い死亡者数も増加傾向にあります。当院では、MRI融合

前立腺針生検などの最新技術を導入し、「前立腺がんを見逃さない精

密な検査と患者さんに合わせた適切な治療の提供」に注力しています。
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年齢別前立腺がん罹患率
（平成24年／人口10万人当たり）

60歳を超えると
罹患率が急激に
増加します

※国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」から作成

がん罹患数の順位（2021年）

前立腺がんは男性の罹患数1位

国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）から作成

1位 2位 3位 4位 5位
男性 前立腺 大腸 肺 胃 肝臓
女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮

血
液
検
査
と
画
像
診
断
で

が
ん
の
性
質
を

正
し
く
見
極
め
る

　

前
立
腺
が
ん
に
は
進
行
が
ゆ
っ
く
り

で
、
す
ぐ
に
治
療
を
必
要
と
し
な
い
タ

イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
査

結
果
を
慎
重
に
見
極
め
一
人
一
人
に

合
っ
た
治
療
選
択
が
大
切
で
す
。

　

当
院
で
は
、
P
S
A
検
査
の
数
値
か

ら
が
ん
の
可
能
性
が
否
定
で
き
ず
、
よ

り
詳
し
く
リ
ス
ク
を
判
別
す
べ
き
方
を

対
象
に
、
血
液
中
の
成
分
を
精
密
に
分

析
す
る
「
p
h
i
検
査
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
が
ん
の
可

能
性
が
高
い
人
を
高
い
精
度
で
絞
り
込

め
る
た
め
、「
針
生
検
（
組
織
採
取
）」

が
必
要
か
ど
う
か
の
客
観
的
な
判
断
基

準
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
前
立
腺
M
R
I
に
お
い
て
は
、

正
確
な
診
断
を
行
う
た
め
に
、
複
数

の
画
像
を
組
み
合
わ
せ
て
評
価
す
る

「
マ
ル
チ
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
M
R
I

（
m
p
M
R
I
）」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
拡
散
強
調
画
像
（
D
W
I
）
は
、

が
ん
が
疑
わ
れ
る
箇
所（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）

を
特
定
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で

す
。
観
察
の
際
は
、
P
I
‐
R
A
D
S

（
前
立
腺
画
像
報
告
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
国
際
的
な
指
標
を
用
い
て
画
像

評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。

PSA検査PSA検査

PSA検査は院内で測定でき
分析結果は1時間ほどで出ます

エコー検査エコー検査直腸診直腸診

医師が直腸の壁越しに、前立腺の大きさ・形状・
硬さなどを確認します

腹部に超音波を当てて、前立腺の形や大きさを調
べます

坂泌尿器科病院 副院長
診療支援部長

笹
さ さ お

尾 拓
た く み

己
1994年 札幌医科大学 卒業

【専門分野】泌尿器科全般
日本泌尿器科学会 専門医及び指導医
麻酔科標榜医
日本医師会認定産業医
緩和ケア研修会 修了
札幌市泌尿器科医会 副会長
北海道臨床泌尿器科医会 理事

骨、リンパ節、
肺、肝臓などに

転移します

尿が出にくい

残尿感

尿の回数が多い

進行は比較的ゆっくり進行は比較的ゆっくり

①PSA検査

②phi検査

③MRIやエコーなどの画
像検査

④上記の検査結果を総合的
に判断した上で、MRI融
合前立腺針生検を検討

検査の流れ



がん組織

●針生検で組織を取った箇所

がん組織

●針生検で組織を取った箇所
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見逃さない
数ミリの小さな前立腺がん細胞をMRI融合前立腺針生検の流れ

従来の針生検との違い

前立腺がんの骨転移の有無を検索する

高性能MRIによる拡散強調画像を用いた最新検査

早期発見なら治療の選択肢が広がり
良好な経過が期待できます

前立腺は直腸や恥骨に囲まれた場所にあり、がんは散在的に発生

します。病変が数ミリと微小なため発見しにくく、これまでは確

定診断が難しいケースも少なくありませんでした。しかし、現在

は医療技術の進歩により、こうした隠れた小さな病変も高精度に

特定できるようになっています。

最
新
の
血
液
検
査
で

が
ん
リ
ス
ク
を
判
別

　

ま
ず
は
「
P
S
A
検
査
」
を
行
い
、
数

値
に
注
意
が
必
要
な
場
合
に
の
み
追
加
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
血
液
検
査
が

「
p
h
i
検
査
」
で
す
。 

従
来
の
P
S
A
検

査
だ
け
で
は
判
別
が
難
し
か
っ
た
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
方
で
も
、
p
h
i
検
査
で
詳
し
く

分
析
す
る
こ
と
で
、
前
立
腺
が
ん
の
リ
ス
ク

を
よ
り
正
確
に
判
別
で
き
ま
す
。

　

こ
の
検
査
結
果
に
基
づ
い
て
、「
前
立
腺

針
生
検
」
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
を
慎
重
に

　

坂
泌
尿
器
科
病
院
で
は
最
新
の
M
R
I

装
置
を
用
い
て
、
体
幹
部
（
頸
部
～
骨

盤
）
に
お
け
る
拡
散
強
調
画
像
（
全
身

D
W
I
）を
撮
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

拡
散
強
調
画
像
は
、
細
胞
内
の
水
分
子
の

動
き
を
画
像
化
し
た
も
の
で
、
腫
瘍
や
炎

症
が
あ
る
と
水
分
子
の
動
き
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
画
像
化
す
る
こ
と

で
病
変
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
は
特
に
骨
に
転
移
し
や
す

い
た
め
、
広
範
囲
を
一
度
に
調
べ
る
こ
と

の
で
き
る
拡
散
強
調
画
像
は
骨
転
移
な
ど

の
が
ん
や
病
変
の
検
索
に
適
し
た
検
査
で

す
。

前立腺

直腸

膀胱

精巣

超音波検査用プロープ

生検用針
会陰

体幹部（頸部～骨盤）の
拡散強調画像

骨転移あり 骨転移なし

判
断
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
身
体
へ
の
負
担

を
減
ら
し
、
最
適
な
診
療
計
画
を
立
て
る
た

め
の
心
強
い
味
方
で
す
。

　

従
来
の
針
生
検

MRI画像融合前立腺
針生検の詳細はこち
らから

M
R
I
画
像
融
合
針
生
検

phi検査 がんのリスクを数値で評価

　

こ
れ
ま
で
は
、
ク
ル
ミ
ほ
ど
の
小
さ
な

前
立
腺
に
規
則
的
に
12
本
前
後
の
針
を
刺

し
て
組
織
を
採
取
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
が
ん
の
場
所
を
特
定
せ
ず
に
行
う
た

め
、「
た
ま
た
ま
針
が
が
ん
組
織
か
ら
外

れ
て
見
逃
し
て
し
ま
う
」
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
し
た
。

　

M
R
I
画
像
と
エ
コ
ー
を
重
ね
合
わ

せ
、
が
ん
が
疑
わ
れ
る
箇
所
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
「
狙
い
撃
ち
」
で
き
ま
す
。
数
ミ

リ
の
小
さ
な
病
変
も
高
い
確
率
で
捉
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
一
度
の
検
査
で
よ

り
正
確
な
確
定
診
断
を
下
せ
ま
す
。

1
日
目
検
査
当
日

退
院

2
日
目

MRI画像融合針生検装置MRI画像融合針生検装置

MRI装置MRI装置

高
精
度
な「
狙
い
撃
ち
」針
生
検
で

隠
れ
た
が
ん
を
特
定

　

精
密
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
際
は
、

最
新
の
「
M
R
I
画
像
融
合
前
立
腺
針
生

検
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
事
前
に
撮
影
し

た
M
R
I
画
像
を
当
日
の
エ
コ
ー
画
像
に
重

ね
合
わ
せ
、
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
場
所
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
「
狙
い
撃
ち
」
し
て
組
織
を

採
取
す
る
技
術
で
す
。
年
間
約
5
0
0
件
の

豊
富
な
実
績
を
背
景
に
、
従
来
は
見
逃
さ
れ

が
ち
だ
っ
た
小
さ
な
病
変
も
正
確
に
捉
え
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
採
取
し
た
組
織
は
顕
微

鏡
で
詳
し
く
調
べ
（
病
理
診
断
）、
が
ん
の

有
無
や
進
行
度
を
正
し
く
判
定
し
ま
す
。

※
こ
の
検
査
は
高
度
な
設
備
と
技
術
を
要
す

る
た
め
、
国
内
で
も
実
施
で
き
る
施
設
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
部
分
が
、
が
ん
が
疑
わ
れ
る
箇
所
で
す

前立腺がんMRI画像

T2強調画像T2強調画像

拡散強調画像（DWI）拡散強調画像（DWI）

MRI‐エコー融合画像 リアルタイムエコー画像

被ばくがない

検査の特徴

造影剤不要

「骨シンチ」より
安価で検査時間が短い

当
院
に
お
け
る
M
R
I
融
合
前
立
腺
針
生
検

は
、
基
本
的
に
1
泊
2
日
の
入
院
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
具

体
的
な
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◦
来
院
と
準
備
：
入
院
後
、
着
替
え
や
点
滴
な

ど
の
準
備
を
整
え
、手
術
室
へ
移
動
し
ま
す
。

◦
検
査
の
実
施
：
検
査
は
手
術
室
で
行
わ
れ
、

麻
酔
下
に
て
泌
尿
器
科
専
門
医
が
針
生
検
を

実
施
し
ま
す
。

◦
検
査
後
の
安
静
：
終
了
後
は
病
室
に
戻
り
、

2
〜
5
時
間
ほ
ど
ベ
ッ
ド
の
上
で
安
静
に
し

ま
す
。
安
静
解
除
後
は
食
事
を
摂
る
こ
と
が

可
能
で
す
が
、当
日
の
入
浴
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
退
院
手
続
き
：
翌
朝
、
経
過
に
問
題
が
な
け

れ
ば
退
院
と
な
り
ま
す
。

◦
退
院
後
の
生
活
：
退
院
後
は
、
食
事
、
入
浴
、

活
動
に
つ
い
て
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
結
果

◦
採
取
し
た
組
織
の
病
理
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
に
は
、
通
常
8
〜
10
日

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

◦
後
日
、
外
来
の
診
察
室
に

て
医
師
か
ら
結
果
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
す
。

phiの数値 リスクの
イメージ

がんが
見つかる確率 医師との相談の目安

27.2未満 青信号 10人に1人以下 比較的安心
定期的な経過観察を行います

27.2 〜 35 黄信号 5 〜 6人に1人 少し注意が必要
他の検査結果も併せて判断します

35 〜 55 赤信号 3 〜 4人に1人 がんの疑いが強い
精密検査（生検）を勧めます

55 以上 緊急警報 2人に1人以上 がん検出率が高い
早めの精密検査が必要です

※数値が低くてもがんが見つかったり、高くてもがんではないことがあります
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確定診断と
治療選択

前立腺がんの

治療方針は、全身状態を総合的に判断して決定します

病理検査

診断と
リスク分類

臨床病期の
画像診断

治療法の選択

治療開始

待
機
療
法

薬
物
療
法

放
射
線
治
療

定
期
的
に
検
査
を
継
続
す
る
こ
と
で

が
ん
を
監
視
し
ま
す

進
行
度
に
応
じ
た

適
切
な
薬
剤
を
選
択
し
ま
す

放
射
線
治
療
装
置
ハ
ル
シ
オ
ン
は

前
立
腺
が
ん
治
療
に
優
れ
て
い
ま
す

前立腺がんの治療法には複数の選択肢があり、それぞれの効果や副作用が異なり

ます。精度の高い検査で得られた確定診断と全身状態、治療効果やリスクなどを

併せ診て選ぶことが重要です。坂泌尿器科病院では患者さんの生活スタイルや価

値観を尊重し、納得して治療法を選べるよう意思決定支援を行っています。

が
ん
の
特
徴
と

患
者
さ
ん
の
状
況
を
把
握

　

前
立
腺
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
病
理
検

査
で
前
立
腺
組
織
の
顕
微
鏡
的
な
形
態
か
ら
「
が

ん
の
種
類
」
や
「
悪
性
度
」
を
評
価
し
ま
す
。
さ

ら
に
、が
ん
が
前
立
腺
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
、

周
囲
や
骨
に
広
が
っ
て
い
る
か
を
画
像
検
査
で
正

確
に
診
断
し
、治
療
方
針
の
決
定
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
（
年
齢
・
体
力
・
基
礎

疾
患
）
を
踏
ま
え
、
治
療
に
よ
る
合
併
症
の
リ
ス

ク
や
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
へ
の
影
響
を
慎
重
に

検
討
し
ま
す
。
転
移
が
な
く
健
康
状
態
が
良
い
患

者
さ
ん
に
は
、
根
治
を
目
的
と
し
た
治
療
を
選
択

肢
と
し
て
提
示
し
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
医
・
放
射
線
治
療
医
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
多
く
の
専

門
職
が
関
わ
り
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
治
療
方

針
を
検
討
・
共
有
す
る「
多
職
種
連
携
に
よ
る
チ
ー

ム
医
療
」
で
、
ス
ム
ー
ズ
で
最
適
な
治
療
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
治
療
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が

多
く
、
治
療
後
の
生
活
へ
の
影
響
も
見
据
え
た
判

断
が
重
要
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
中
に
は
、
進
行
が
比
較
的

ゆ
っ
く
り
で
寿
命
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考

え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の
患

者
さ
ん
の
場
合
は
治
療
し
な
い
方
が
、
治
療
の

副
作
用
や
合
併
症
の
リ
ス
ク
を
避
け
て
健
康
的

に
過
ご
せ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
2
、
3
カ
月
ご
と
に
P
S
A
検

査
を
行
い
、
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
P
H
I

検
査
や
M
R
I
検
査
を
追
加
し
、
必
要
に
応
じ

て
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

手
術
に
比
べ
て
身
体
へ
の
負
担
が
軽
く
、
副

作
用
（
排
尿
や
性
機
能
へ
の
影
響
）
を
抑
え
な

が
ら
根
治
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
院
の
「
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

多
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
富
な
知
識
と
技
術
を

発
揮
し
て
関
わ
る
チ
ー
ム
医
療
体
制
で
質
の
高

い
放
射
線
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

手
術
療
法

術
後
フ
ォ
ロ
ー
を

当
院
が
担
当
し
ま
す

　

前
立
腺
が
ん
の
手
術
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
連
携
す
る
医
療
機
関
に
依
頼
し
、
術
後

フ
ォ
ロ
ー
を
当
院
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
増
殖
を
促
す
男
性
ホ
ル
モ
ン

を
抑
え
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
、
が
ん
の
進
行
抑

制
を
目
的
と
す
る
抗
が
ん
剤
治
療
が
あ
り
ま

す
。

　

初
期
段
階
で
は
主
に
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
行

い
、
進
行
度
に
よ
っ
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
選
択

し
ま
す
。
近
年
は
、
複
数
の
新
規
薬
剤
の
登
場

で
生
存
期
間
の
延
長
や
生
活
の
質
（
Q
O
L
）

の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
担
当
医
と
密
接
に
関
わ
り
な
が

ら
、
処
方
薬
の
用
量
や
用
法
を
確
認
し
た
り
、

副
作
用
の
早
期
発
見
・
対
応
支
援
を
行
い
ま
す
。

【ステージⅠ】

前立腺内に
とどまるがん

【ステージⅡ】

被膜を超えて
広がったがん

【ステージⅢ】
精のうまたは
近くの臓器に
浸潤したがん

【ステージⅣ】
リンパ節転移、
遠隔転移が
あるがん

低リスク 高リスク

待機療法

手術療法

放射線治療

薬物療法

年齢

体力
基礎疾患

各治療法の
メリット・デメリット

副作用や
治療期間

生活の質への
影響

病期分類

リスク分類

患者さんには「早期でゆっくり進行するタイプのがん」であ
ることを説明します

抗がん剤は薬剤師が適切な手技で調製します

放射線治療センターの待合ロビー

放射線治療装置ハルシオン



放射線治療担当医 診察 放射線治療カレンダー

放射線治療計画

線量分布図(部位や目的別に線量強弱を調整)

放射線治療時の服装と体位

線量分布図

9 8

放射線治療
前立腺がんの

前立腺がんの放射線治療の流れ

治療精度を高め副作用を抑えるために欠かせない技術

CBCT画像を用いた位置照合

坂
泌
尿
器
科
病
院
が
提
供
す
る

放
射
線
治
療
の
特
長
と
メ
リ
ッ
ト

多職種によるチーム医療体制が強み

坂泌尿器科病院の放射線治療センターでは強度変調放射線治療

(IMRT)を用いて「臓器や機能を温存しながら根治を目指す前立

腺がん治療」に取り組んでいます。合併症のある方、高齢の方に

も負担の少ない治療を提供できるよう努めています。

精
度
の
高
い
位
置
照
合
に

基
づ
い
た
I
M
R
T
を
提
供

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
て
い

る
「
ハ
ル
シ
オ
ン
」
は
前
立
腺
が
ん
の
放
射

線
治
療
に
適
合
性
が
高
い
放
射
線
治
療
装
置

で
、
標
的
臓
器
（
前
立
腺
な
ど
）
に
十
分
な

線
量
を
投
与
し
な
が
ら
周
囲
臓
器
（
膀
胱
や

直
腸
な
ど
）
の
線
量
を
抑
え
る
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を

得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、位
置
照
合
用
の
Ｃ
Ｔ
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
）

の
画
質
が
優
れ
て
い
る
た
め
、
精
度
の
高
い

位
置
照
合
が
可
能
で
す
。

寡か
ぶ
ん
か
つ

分
割
照
射
の
導
入
に
よ
る

治
療
期
間
の
短
縮

　

照
合
精
度
の
向
上
に
伴
い
、
照
射
1
回
当

た
り
の
放
射
線
量
を
増
や
し
、
照
射
回
数
を

減
ら
す
寡
分
割
照
射
が
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

前
立
腺
が
ん
根
治
照
射
の
治
療
期
間
は
こ

れ
ま
で
の
7
週
間
半
（
37
回
）
か
ら
4
～
6

週
間
（
20
～
28
回
）
と
短
く
な
り
、
通
院
や

入
院
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

前
立
腺
の
位
置
は
膀
胱
や
直
腸
の
状
態
な
ど
に
よ
り
日
々
変
化
し
ま

す
。
照
射
直
前
に
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し
て
位
置
照
合
を
行
い
、
治
療

精
度
を
確
保
し
ま
す
。

■
高
画
質
画
像
を
用
い
た
高
精
度
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

■
必
要
時
は
入
院
治
療
も
対
応
可
能

■
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
体
制

■
泌
尿
器
科
医
師
と
の
密
接
な
連
携

■
前
立
腺
周
囲
へ
の
金
マ
ー
カ
ー
事
前
留
置
や

　

皮
膚
マ
ー
カ
ー
が
不
要
な
マ
ー
カ
ー
レ
ス
治
療

坂泌尿器科病院
放射線治療センター長

原
は ら だ

田 慶
けいいち

一（左）
2008年　北海道大学医学部 卒業

【専門分野】放射線治療全般
放射線治療専門医
放射線科専門医

坂泌尿器科病院 医師

木
き じ ま

嶋 良
よしかず

和（右）
2009年　横浜市立大学医学部 卒業

【専門分野】放射線治療全般
放射線治療専門医
放射線科専門医

放
射
線
治
療
計
画
専
用
の
画
像

を
用
い
て
前
立
腺
や
周
囲
臓
器

（
膀
胱
、直
腸
な
ど
）を
描
出
し
、

こ
れ
を
基
に
適
切
な
線
量
分
布

を
作
成
し
ま
す
。

放
射
線
治
療
計
画

前立腺

照
射
位
置
の
ズ
レ
を
最
小
限
に

す
る
た
め
の
位
置
調
整
を
行
い

ま
す
。
必
要
時
に
は
ズ
レ
を

減
ら
す
た
め
の
処
置
を
行
い
、

C
B
C
T
画
像
を
再
度
撮
影

し
て
改
善
を
確
認
し
て
か
ら
照

射
を
実
施
し
ま
す
。

位
置
照
合

前立腺

直腸

C
B
C
T
画
像
を
照
射
直
前

に
撮
影
し
、
前
立
腺
や
周
囲
臓

器
の
位
置
が
放
射
線
治
療
計
画

と
ど
の
程
度
合
致
し
て
い
る
か

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
し
ま

す
。 Ｃ

Ｂ
Ｃ
Ｔ
撮
影

移動・変形した
前立腺

直腸内の空気を抜く処置を行い、前
立腺位置の改善確認後に照射実施

直腸内に空気が貯留し前立腺の位置
が基準と大きく異なることが判明

照射時の位置の基準となる放射線治
療計画用CT

直腸空気の貯留で
拡張した直腸

1 放射線治療センター初診

放射線治療担当医 放射線治療の説明と治療方針の決定

看護師 放射線治療のスケジュール調整

3 放射線治療計画と検証（約2週間）

放射線治療担当医
医学物理士

適切な線量分布の作成（放射線治療計画）
確実な照射実施のための検証

5 放射線治療終了後の経過観察

放射線治療担当医 外来での経過観察
※泌尿器科医師や他の医療機関と連携して実施

2 放射線治療のための準備（3 ～ 4時間）

診療放射線技師 放射線治療計画用画像（CT、MRI）の撮影
照射時に着用する専用下着のサイズ合わせ

看護師 放射線治療準備の説明（オリエンテーション）

管理栄養士 栄養指導と生活習慣チェック表の案内

4 放射線治療
診療放射線技師 ①放射線治療装置上で体位調整

②CBCTによる位置照合　
③照射実施（1回10 ～ 15分程度）

看護師 放射線治療中の体調確認（毎日）

放射線治療担当医 定期診察（週1回）

患者さんの
負担軽減に

これまで

照射回数

37回

寡分割照射

照射回数

20～28回
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看
護
師

放射線治療センターにおける

チーム医療

坂泌尿器科病院の放射線治療では治療効果の向上と副作

用の軽減を目標に、さまざまな専門職が連携するチーム

医療を積極的に行なっています。また、「治療経過や生

活状況」を治療に関わる医療スタッフに加えて患者さん

やご家族と共有するなど、長期的なフォローアップを見

据えた支援体制を整備しています。

多職種の情報共有と専門性で支える
前立腺がん放射線治療

放射線治療センターで毎朝行われる多職種参加カンファレンス

　

医
学
物
理
士
は
放
射
線
治
療
専
門
医
と

密
に
連
携
し
、
治
療
計
画
用
に
撮
影
し
た

C
T
画
像
を
も
と
に
治
療
計
画
を
立
案
し

ま
す
。
腫
瘍
に
線
量
を
集
中
さ
せ
、
正
常

組
織
へ
の
線
量
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

で
、
副
作
用
を
で
き
る
だ
け
低
減
し
な
が

ら
、
が
ん
の
根
治
を
目
指
し
ま
す
。
治
療

計
画
装
置
で
前
立
腺
と
周
囲
の
正
常
臓

器
と
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
、
最
適
な
線

量
分
布
と
な
る
よ
う
繰
り
返
し
計
算
を
行

い
、放
射
線
の
照
射
方
法
を
決
定
し
ま
す
。

　

治
療
開
始
前
に
は
、
治
療
計
画
装
置
で

作
成
し
た
線
量
分
布
と
、
実
際
に
照
射
さ

れ
る
線
量
分
布
が
一
致
し
て
い
る
か
を
検

証
し
ま
す
。
4
人
の
医
学
物
理
士
が
治
療

計
画
の
立
案
・
検
証
、
装
置
の
品
質
管
理

を
担
い
、
放
射
線
治
療
に
お
け
る
精
度
と

安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
放
射
線
治
療
で
は
、
体
表
面
位

置
照
合
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
皮
膚
マ
ー

カ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し
、
短
時
間
撮
影
に

よ
る
高
画
質
な
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
や

精
度
の
高
い
位
置
合
わ
せ
に
よ
り
、
腫
瘍

に
対
し
て
正
確
な
照
射
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

放
射
線
治
療
を
始
め
る
2
週
間
前
と
治

療
期
間
の
中
間
に
患
者
さ
ん
と
の
面
談
を

行
い
ま
す
。
直
腸
に
便
・
ガ
ス
が
貯
留
し

前
立
腺
の
位
置
が
変
化
す
る
と
、
放
射
線

治
療
の
精
度
に
影
響
す
る
た
め
、「
副
作

用
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
排
便
・
排
ガ
ス

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
お
願
い
し
、
腸
内

環
境
を
安
定
さ
せ
る
食
事
内
容
を
提
案
・

指
導
し
ま
す
。

　
「
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
表
」
に
記
載
さ

れ
た
排
尿
・
排
便
の
時
間
や
回
数
、
食
生

活
の
記
録
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
工
夫
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

し
、
患
者
さ
ん
が
正
し
く
理
解
し
た
上
で

前
向
き
に
治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。

診
療
放
射
線
技
師

医
学
物
理
士

高
精
度
放
射
線
治
療
の
実
施
や

計
画
立
案
、
品
質
管
理
を
担
当

管
理
栄
養
士

副
作
用
を
軽
減
す
る
た
め
に

腸
内
環
境
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

　

患
者
さ
ん
の
日
々
の
体
調
変
化
や
放
射

線
治
療
に
よ
る
副
作
用
の
出
現
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
治
療
に
伴
う
生
活
や
心
理

面
で
の
変
化
に
も
配
慮
し
、
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
看
護
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
職
種
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
を

担
い
、
チ
ー
ム
で
よ
り
質
の
高
い
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
最
後
ま

で
安
心
し
て
治
療
を
継
続
・
完
遂
で
き
る

よ
う
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
支
援
し

ま
す
。

治
療
を
最
後
ま
で
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す

高
強
度
テ
ス
ラ
磁
気
刺
激
療
法

男
女
問
わ
ず
に
多
い
尿
ト
ラ
ブ
ル

「
失
禁
や
頻
尿
」の
治
療
に
新
た
な
選
択
肢

坂
泌
尿
器
科
病
院
で
は
医
療
機
器
「
ス

タ
ー
フ
ォ
ー
マ
ー
」
を
導
入
し
、「
高

強
度
テ
ス
ラ
磁
気
刺
激
療
法
」
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
齢
に

よ
る
尿
ト
ラ
ブ
ル
の
症
状
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
。

「スターフォーマー」は欧州スロベニア共和国にある
世界的に有名な老舗の医療レーザーメーカー「フォトナ社」の医療機器です

磁
気
刺
激
を
治
療
に
活
用

　

い
す
型
の
医
療
機
器
「
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
「
30
分
座
る
だ
け
」
で
、

男
性
で
も
女
性
で
も
失
禁
や
頻
尿
な
ど
の
下
部
尿
路
機
能
障
害
の
改
善
を

目
指
せ
ま
す
。

　

装
置
の
座
面
と
背
面
か
ら
の
高
強
度
の
テ
ス
ラ
磁
気
刺
激（
H
I
T
S
）

が
骨
盤
底
筋
を
激
し
く
収
縮
さ
せ
、
30
分
で
5
万
回
の
筋
収
縮
運
動
が
得

ら
れ
ま
す
。
血
流
が
促
進
さ
れ
硬
く
な
っ
て
い
る
筋
肉
を
柔
ら
か
く
し
、

骨
盤
底
筋
や
腰
背
部
の
神
経
の
働
き
を
正
常
化
さ
せ
ま
す
。

●
頻
尿
や
各
種
（
腹
圧
性
、
切
迫
性
、
混
合
性
）
の
尿
失
禁

●
過
活
動
膀
胱
、
頻
尿
・
夜
間
頻
尿

●
C
P
P
S
・
会
陰
部
痛
、
排
尿
終
末
後
滴
下
、
E
D

●
前
立
腺
が
ん
術
後
の
S
U
I
、
腰
痛
・
背
部
痛

●
便
失
禁
、
産
後
の
膣
の
ゆ
る
み
な
ど

※
身
体
状
況
な
ど
に
よ
り
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
問
診
：
症
状
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
治
療
回
数
を
決
定
し
ま
す

▼
準
備
：
治
療
前
に
金
属
類
・
磁
気
の
影

響
を
受
け
る
も
の
を
取
り
外
し
ま
す

▼
治
療
：
医
療
機
器
「
ス
タ
ー
フ
ォ
ー

マ
ー
」
に
着
衣
の
ま
ま
座
り
、
磁
気
刺

激
を
ス
タ
ー
ト
し
、
低
出
力
か
ら
徐
々

に
強
度
を
上
げ
、
座
っ
た
ま
ま
20
～
30

分
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
安
全
性
が
高

く
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
治
療
で
す
。

1
回
30
分
／
週
2
回
×
4
週
間

（
合
計
8
回
：
1
ク
ー
ル
）

※
中
等
症
以
上
の
症
例
に
は
2
ク
ー
ル
以

上
を
推
奨
し
て
い
ま
す

1
回
1
万
円
（
税
別
）

★
1
ク
ー
ル
8
万
円
（
税
別
）

治
療
の
流
れ

治
療
時
間
・
期
間

料
金（
保
険
外
診
療
）

前
立
腺
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

　

坂
泌
尿
器
科
病
院
で
は
、「
前
立
腺
ド
ッ
ク
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
、
初
期
に
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
行
す
る

と
転
移
が
起
こ
り
や
す
い
が
ん
で
す
。
前

立
腺
ド
ッ
ク
で
は
、
前
立
腺
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
血
尿
や
頻
尿
な
ど
泌
尿
器
科
の
症
状
が

あ
る
方
は
前
立
腺
ド
ッ
ク
で
は
な
く
保

険
診
療
と
な
り
ま
す

Web

011‐688‐7802

MRI室 電話

ご予約

P
S
A
検
査
（
血
液
検
査
）

M
R
I
検
査
（
画
像
検
査
）

事
前
予
約
制

検
査
内
容

約
60
分

検
査
時
間

1
万
円
（
税
別
）

検
査
料
金

2
週
間
以
内
に
ご
自
宅
に

文
書
を
郵
送
し
ま
す

検
査
結
果

◦
15
時
～　

◦
15
時
30
分
～

◦
16
時
～ 

実
施
日
時

対象疾患

月
～
金

15
時
～

15
時
30
分
～

16
時
～

土

9
時
30
分
～

10
時
30
分
～

患者さんに「生活習慣チェック表」を
お渡しし、毎日の排尿や排便の回数や
食生活の記録をお願いしています

IMRT治療
生活習慣

チェック表



編
集
後
記

担 当

坂泌尿器科病院では、よりスムーズな外来診療を受

けていただくために、医療機関からの受診予約が可

能です。診療情報提供書をFAXしていただきますが、

まずはお電話にてご相談ください。

医療機関の皆様へ
地域医療連携室
坂泌尿器科病院

田所 久美田所 久美石井 さゆり石井 さゆり011‐688‐7490
FAX
011‐688‐7849
電 話

【発行】社会医療法人 北腎会／〒063ｰ0842 札幌市西区八軒2条西4丁目1‐1  ☎011‐688‐7400　【発行責任者】事務部長 坂 俊英　【制作】有限会社 慶文社

社会医療法人 北腎会
坂泌尿器科病院

Webサイト

Information

　

広
報
活
動
は
、
目
に
見
え
て

成
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
々
の
活
動
が
患
者

さ
ま
の
受
診
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

取
材
を
通
じ
て
先
生
方
の
生

の
声
を
伺
い
、
患
者
様
へ
の
想

い
や
姿
勢
に
触
れ
る
こ
と
は
、

多
く
の
気
づ
き
と
学
び
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。広
報
活
動
は
、

本
当
に
難
し
く
も
楽
し
い
も
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
男
性
の
罹
患
数
第
1

位
で
あ
る
「
前
立
腺
が
ん
」
は
、

今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
本
誌
が
早
期
発

見
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
、
今
後
も
心
を
込
め
て
情
報

を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

坂
泌
尿
器
科
病
院
・
放
射
線
科 

中
谷 

聡

千歳市信濃2丁目1 しなのビル2F［駐車場有］
電話／0123‐40‐2727　FAX／0123‐40‐2728 

坂泌尿器科 千歳クリニック

公共交通機関
JR千歳線「千歳駅」

 中央バス・桜木線［1］［2］
 「新富2丁目」停留所院長／山崎 清仁

札樽自動
車道 ●

ディナー
ベル

↑
新
琴
似
駅

←新川IC

●北洋銀行
●
留萌信金

●
ココカラ
ファイン●

タイヤ館新
川
駅

J
R
学
園
都
市
線

マックス
バリュ
● 札幌

新道

脳神経・放射線科クリニック
坂泌尿器科病院

札幌北IC

■休診日／水・日・祝・年末年始

■診療受付時間
月・火・木・金   9：00～12：00 13：30～18：00

土   9：00～12：00

イオン●

北ガス　  
  文化ホール●

サツドラ●

●ヤマダ電機
千
歳
川

千
歳
川

●はま寿司

●スズキ

●ホーマック

←至恵庭
←至恵庭

至新千歳空港→

至新千歳空港→

JR千歳線
JR千歳線 千歳駅

千歳駅

36

337

泌尿器科

千歳クリニック
坂泌尿器科

坂泌尿器科 新川クリニック
札幌市北区北30条西14丁目2‐11［駐車場有］
電話／011‐790‐8002　FAX／011‐790‐7071

公共
交通機関

JR学園都市線「新川」駅
地下鉄「北24条」駅　中央バス［北73］
地下鉄「 麻 生 」駅
地下鉄「 琴 似 」駅
地下鉄「 大 通 」駅

「北29条西15丁目」停留所JRバス  ［琴46］

JRバス  ［ 37  ］院長／和田 英樹

月～金   9：00～11：30 13：00～17：00

■休診日／土・日・祝・年末年始

■診療受付時間

泌尿器科

北広島市栄町1丁目5‐2 北広島エルフィンビル1F［駐車場有］
電話／011‐807‐7890　FAX／011‐807‐7891 

坂泌尿器科 北広島クリニック

公共交通機関
JR千歳線「北広島駅」

●消防署

北進通

●交番

●郵便局

●東光
　ストア

←至島松駅←至島松駅

至大曲通→至大曲通→

JR千歳線JR千歳線北広島駅
院長／池田 龍介 ■休診日／土・日・祝・年末年始

■診療受付時間
月～金   9：00～12：30 14：00～17：00

泌尿器科

北広島クリニック
坂泌尿器科

※再診は基本的に予約制です
※急患に関しては随時、受け付けいたします

坂泌尿器科病院

札幌市西区八軒2条西4丁目1‐1［駐車場有］
電話／011‐688‐7400
FAX／011‐688‐7405

理事長・院長／坂 丈敏

【病床数】59床　【透析】40床

■休診日／日・祝・年末年始

■診療受付時間

泌尿器科
月～金   9：00～11：30 13：00～17：00

土   9：00～12：00

循環器内科 月 13：00～15：00

放射線治療 月～金  9：00～11：30 13：00～17：00

泌尿器科
循環器内科 麻酔科

放射線治療科

コトニコトニ
3・1ビル3・1ビル

北海道北海道
警察本部警察本部
琴似庁舎琴似庁舎

シーナシーナシーナシーナ
琴似琴似

コルテナコルテナⅠⅠ

←至発寒中央駅←至発寒中央駅

琴
似
発
寒
川

琴
似
発
寒
川

←
至
新
川

←
至
新
川

至
山
の
手
→

至
山
の
手
→

至桑園駅→至桑園駅→

北
海
道
銀
行
●

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
●

ツ
ル
ハ
●

277

JR函館本線JR函館本線 琴似駅

農
試
公
園

坂泌尿器科病院

公共交通機関
JR函館本線「琴似」駅

地下鉄「琴似」駅  JRバス［琴40］［琴46］
地下鉄「麻生」駅  JRバス     ［琴46］

「JR琴似駅」
停留所

受診予約のご案内

●
タイヤ館

●
ココカラ
ファイン

札幌新道←
至
新
琴
似
駅

←
至
新
琴
似
駅
J
R
J
R
学
園
都
市
線

学
園
都
市
線

新
川
駅

●
留萌信金

北洋銀行●

札樽自動車道
札樽自動車道

新川クリニック
坂泌尿器科


